
3I3I3I3I＿＿＿＿単単単単三三三三２２２２本本本本のののの懐懐懐懐中中中中中中中中灯灯灯灯にににに、、、、、、、、、、、、４４４４４４４４４４４４ＡＡＡＡをををを入入入入れれれれれれれれ        

昔かかかれ、、４４４Ａを使っっ昇中圧回回を組みみみみみ。 メメメメ発表でで、効率５５％でみ。  

回回回回回回回回図図図図とととと定定定定数数数数のののの設設設設定定定定    

 

回回で標標標ななのでみ。 

入入で、可変中電でみ。中圧と中電でデデデデデ表表でみ(Vin,VmA)。 

出入回回の出出に抵抵１Ωを挿入し、 両端の中圧をデデデデデデデデメで測定しみみ(LmA)。 

直直にになにっに白白、ＬＬ３個の両端の中圧な測定しみみ(Lvolt)。 

効率＝出入／入入、% = Lvolt x LmA / Vin x VmA  

ココデ、１、中電電電抵抵Ｒ１の定数を変更しっしれにみれかの実実でみ。 

、１：１１１µＨ、Ｒ１：２１２Ωで、 多多２Ｖでで所所の中電で電れなれれれれと実実をしなかっに。 

実実中圧に３．４Vなので、新しれオオオオコオ中電に初初１．７Vかれかかでみ。  

 

 

１１１円均均均を覗れにか単三中電を２本使本の綺綺

な懐中中灯を見につに。 

手に持にと使れいみれ大ききでみ。 

みれに昇中圧回回を組込めれかと考考でみ。  
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単三三の中電のしの種種を使っっな所所の中電１１．５ｍAを満足みれすれに、 そしっ中電で少ななと選択の結結、、

１：３３µＨ、Ｒ１：２１２Ωに決定。 

 

 

上の表で、、ＬＬの光光に中電に比比みれなかと作っに比比表でみ。 

設定値１１．５ｍＡを基標にしっれみみ。２割割れと１５ｍＡを切りみみ。  

基基基基基基基基をををを手手手手作作作作りりりりみみみみれれれれ    

 

上の画像の上で、中電のホデホメを引き抜れに物でみ。 右端に中電に差し込みれっれみみ。 
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みの全全と同じになれ様に、ププププ基を作っっになっ、 その先に、ＬＬを３個個りにつみみ。 

上の画像の下で左かか、個り外しに－中電と＋中電。短な加加しにホデホメ。 １４×２５の基基と、、４４４Ａ、その下でコ

コデ３３µｈ。 右端で、ＬＬ３個でみ。  

画像で、、、４４４Ａ個取つ面と、、１個取つ面でみ。 

右端でホデホメとになれれとみれで、黒線でマコマデ、 プオデ側で、メメオ線を、、４４４Ａのピプ３番に半半し、 ホデホメの

中を通しっ外に出し、蚊個り線線状の螺螺を作りみみ。 糊取つなしでしっれみけけ。  

 

 

 

�� メメオきれに反反反に注注しっ差しみみみみ。 

正面かか見れと綺綺に並けでれみみ。 

、ＬＬの下下のフオプデをニメニで切り

個っにので隙隙になな並けでれみみ。 
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点点点点灯灯灯灯ででででみみみみ    

  

単三２本、昇中圧回回内内、、ＬＬ３個、出来かにりでみ。 アデメプ中電で連続１５時隙時でしでれ。 

オオオオコオ、マプマプ、アデメプ、ニメニデ水水、ニメメオ、 しれでな同じ明れきと言れのに良れでみい。  

 

左の赤白：本本、右の茶白：単五４本の物。  
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照照照照光光光光ののののデデデデデデデデププププででででみみみみ    

 

照光をデデプしに懐中中灯でみ。距距 ２５ｃｍでみ。 

上かか、単三２本の本本、単五４本の物、単三３本本本本、単四２本本本本。 

上の３個の全きにささ同じに気に食わなれに・・・・。  

上の２個のデコメスで、片手で使えみみ。。。／。。。にプトデでみ。 

運運運足を解解みれにめい、犬の参参に参なにで、片手で使えれ方に便便でみ。  

下の２個の本本本のデコメスで、頭下を回転きけっ点灯しみみ。 みの為、片手で。。にみれので少し難しれでみ。 

白 重重ｇ 、ＬＬ個数 中電 中圧Ｖ 中電ｍＡ Ｖ×ｍＡ＝ｍ 照光、ＬＬ

赤 １１１ ５Φ３個 単三２本 ３Ｖ １１１ １．３３ ３４１

茶  ４１ ３Φ４個 単五４本 ６Ｖ  ６１ １．３６ ２５１

緑 １２１ ５Φ４個 単三３本 ４．５Ｖ １４１ １．６３ ５３１

青  ５１ ５Φ１個 単四２本 ３Ｖ １１５ １．３５ ２４１
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